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ikxAe=Ψ

ikxikx EAeAe
m
k

=
2

22h

m
kE

2

22h
=

V→∞

V=0
-a         0         a

x

V

図．井戸型ポテンシャル

V→∞

ψψ E
m2 2

22

=−
dx
dh

Eを求める．

とすれば，

a±=x のとき 0=ψ
境界条件

波動関数
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係数A,Bは同時に0とはならない条件から，
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4ka=2πnである必要があるから，
k=nπ/(2a)
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規格化して完全解を求めると，
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段型ポテンシャル

それぞれのポテンシャルでの
波動方程式

領域Ⅰ

図6.2 段型ポテンシャル
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調和振動子を量子力学的に解く
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シュレディンガー方程式

次元のない量の導入

シュレディンガー方程式を書き改めると，
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ポテンシャルＶが関数になると波動関数を求めること
が難しくなる.（なんとか解析的にもとまる.）
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波動関数

・調和振動子
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化学結合で用いられる量子力学

• シュレディンガー方程式が難しいので，近似
をうまく用いた近似解である.

結晶を持つ材料では周期ポテンシャルを解く方法があるが，こちらも近似解である.


